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今中氏が2018年 3 月に発表したフランス語の新教科書『アクティヴ』8 のはしがきは、その分量
の短さ（教科書はたいてい、はしがきで教育理念や編集意図を 1 ページたっぷり使って説明するの
が通例である）と、終わりの 2 行が印象的である。「この教科書で学ぶことで、単にフランス語を使
えるようになるというだけでなく、あなたの今後の活躍の場がひろがっていくことを願っていま
す」。この教科書が編まれたのは、仕方なく履修する「ニガイ」（第二外国語）のためでないのはもち
ろんのこと、学習者に媚びる「楽しい」授業づくりのためでも、さらには教授法という虎の巻の開示
のためでもなく、教場という、学習者が他者と関わることによって人生を拓く場への期待ゆえなのだ
――
ろう。そして教場とは、能書きによってではなく実践によって現出するものであり、その実現と、そ
の実現のための思索（主体性）と相互行為（協同性）を叙述できるのは、あるいは叙述したくなるの
は、教科書の作成者でもそれを使って授業をする教師でもなく、「授業の主役」である学習者である。
このことはおそらく、教育が、能力を育むだけでなく人じたいを育てる（あるいは育て合う）挑戦で
ある限り、フランス語科目だけでなく、他の教育領域にも関わることに違いない。
あの12月の教室のなかで、専門領域も職種も年齢も異なる人々の間に、ゆるやかに生まれ始めた
共同体意識の前提には、こうしたことがあった。実施後アンケートの提出率の高さが何を物語ってい
るのかを、以上を踏まえてこれからも考え続けたい。
